
大阪府

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

⚫ 『大阪府における部活動の地域移行に関する検討会議』 を設置し、運動部活動の地域移行に対する、委員（関係団体）からの意見を聴取。

⚫ 府内教育関係団体及び競技団体等との連携により、部活動地域移行改革推進期間における国及び府の方向性や方針（改定）内容に関する正しい情報等を伝達。

⚫ 実証事業実施５市による成果発表及び府内市町村・府立学校間での部活動の実態に関する情報共有。

●地域クラブ活動の概要

⚫ 大阪府では、令和２年度よりスポーツ庁委託事業を受託し、地域と学校で子どもたちを支える新しい形の部活動の実践研究を行い、運営組織（運営母体）の体制
づくりや、人材における質・量を含めた確保方策という最重要課題解決に向け、拠点地域を広げつつ地域の特性等に応じた持続可能性を模索してきた。

⚫ 実証事業の先に、大阪府下全域で部活動の地域連携や地域移行が進められるよう、様々な地域での成果や課題を収集する必要があるとともに、移行拠点となる地
域ごとに特性が異なることから、多様な形態・アプローチ方法を理解したうえで適切に指導助言を行っていく必要がある。

⚫ 検討会議委員の選定にあたっては、幅広い視点よりご意見をいただける委員を選出し、委員からの意見を踏まえ、 『大阪府における部活動等の在り方に関する方針』

を令和５年８月に策定。

⚫ 成果発表では、５市の実践発表に留めず、部活動が地域に移行された際、実際に部活動を指導している指導者及び各市町村教育委員会にとって必要となる「医科

学的分野」や「法的分野」について専門家に講演を依頼。

豊中市
⚫ 市ラグビーユニオンと業務連携
⚫ 計１中学校、１部活動を地域移行

箕面市 ⚫ スポーツデータバンク(株)と業務連携(再委託)

⚫ 計８中学校、26部活動を地域移行

守口市
⚫ 市スポーツ協会・リトルFC・コスモスポーツクラブと業務連携
⚫ 計５中学校、５部活動を地域移行

大東市
⚫ 市教委を運営組織とし近隣高校と業務連携
⚫ 計２中学校、１部活動を地域移行(拠点化)

岸和田市 ⚫ 市スポーツ協会・FC岸和田・NPO法人ドゥールース・
市社会福祉協議会と業務連携(再委託含)

⚫ 計２中学校、５部活動を地域移行

実施市



大阪府豊中市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

●地域クラブ活動の概要

（１）運営類型：市町村運営型（地域団体・人材活用型）
（２）運営主体：豊中市
（３）種目：ラグビー
（４）指導者の主な属性：地域指導者
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：月１～２回程度
（６）主な活動場所：豊中市立第十二中学校
（７）主な移動手段：自転車
（８）１人あたりの参加会費等（年額）：０円/年
（９）１人あたりの保険料：生徒８００円

・本市における中学校・義務教育学校は17校あり、令和5年7月現在、学校部活動数は運動部が276部、文化部が75部、計351部となっている。

・部活動実態調査より、生徒の在籍数及び入部生徒数は10年前と比較すると減少しており、部活動設置数も減少している。

・生徒数の減少により活動の縮小や休止、廃部に至る部活動があるなど、部活動の持続可能性の面で厳しさを増している。

・市内ラグビー部（合同部活動）に、地域の実施主体の指導者を派遣した。また、市主催ラグビー体験会を開催した。

・部活動地域移行検討会議を開催し、新たなスポーツ環境の構築の円滑な実施に向けた合意形成を図った。

豊中市

学校教育課 スポーツ振興課
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ラグビー部
（合同部活動）

学
校

部活動地域移行検討会議

スポーツ振興課、魅力文化創造課、教育委員会事務局、
豊中市中学校体育連盟、

豊中市中学校校長会（運動部、文化部代表）

運営

部活動地域移行検討会議運動部活動部会

スポーツ振興課、教育委員会事務局、
豊中市中学校体育連盟、

豊中市中学校校長会（運動部代表）

・兼職兼業整理
・市方針検討 等

・活動日時の連絡調整
・場所等の連絡調整
・業務の連絡 等

各種連絡

取組内容説明

・関係者（市、ラグビー部、地域の実施主体等）の認識を合わせるため、関係者打合せを重ねてからラグビー部（合同部活動）に指導者を派遣した。

・部活動地域移行検討会議とは別に運動部活動部会を開催した。

・教育委員会内担当課との連携を図るため、担当打合せを実施した。



大阪府箕面市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・運営主体：運営主体を民間企業へ委託し、統括コーディネーター、コーディネーターを配置。指導者研修、連絡調整、安全管理、指導者の派遣管理等について検証。

・全種目：市内休日に活動している全種目で実施。種目によって指導方法、運営方法が異なる。各種目の地域クラブのあり方について検証。

・全校：市内全中学校で（数種目ずつ）実施。どの学校でも生徒たちが安心安全に参加できる地域クラブの検証。

●地域クラブ活動の概要

（１）運営類型：地域スポーツ団体等運営型（民間スポーツ事業者運営型）
（２）運営主体：スポーツデータバンク株式会社
（３）種目：テニス、ソフトボール、野球、バレーボール、卓球、剣道、ソフトテニス、

サッカー、バスケットボール、陸上競技、バドミントン、ハンドボール、水泳
（４）指導者の主な属性：箕面市体育連盟各種目協会、スクール、大学、企業
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：1回～2回
（６）主な活動場所：市内各中学校
（７）主な移動手段：徒歩、自転車、バス
（８）１人あたりの参加会費等（年額）：集めていない
（９）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1850円

（現状）・子ども：参加したい種目がない（創部希望 → 顧問がいないため、対応できない）、専門的な指導を受けたい
・教員、学校：技術指導で困っている、技術指導ができても、負担に感じている（生徒、保護者からの要望、期待など）、異動に伴う顧問の配置の難しさ
・1校でチームが作れない種目がある

（課題）指導者の量と質の確保、財源の確保、意識改革、運営主体の確保

・オンライン、オンデマンド配信を活用した指導者研修、保護者説明会を実施した。
・活動する時に使用する施設や道具を保管している場所など、必要となる鍵や導線について事前調査し、写真付きの校内図を作成した。
・コーディネーターや指導者が練習メニューや練習の様子を連絡アプリ上に投稿し、保護者や運営主体、教育委員会事務局が見ることができるようにした。
・意見交換会を6回実施（国の動向、箕面市の取り組み、他市の事例の紹介・アイデアマップの作成）した。



大阪府守口市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・３つの運営団体と連携し、５つの部活動について休日の地域移行に係る実証研究を実施。

・「守口市地域運動部活動推進事業における部活動検討委員会」により課題を整理するとともに、解消へ向けた方策等を検討。

●地域クラブ活動の概要

（１）運営類型：市町村運営型（地域団体・人材活用型）
（２）運営主体：①リトルFC（守口市サッカー連盟）

②守口市卓球協会
➂幼児活動研究会株式会社コスモスポーツクラブ

（３）種目：①サッカー ②卓球 ③バスケットボール、ソフトテニス
（４）指導者の主な属性：①スポーツ少年団の指導者

②体育・スポーツ協会の指導者
➂民間スポーツ事業者に属する指導者

（５）１か月あたりの平均的な活動回数：２～４回程度
（６）主な活動場所：①守口市立八雲中学校

②③守口市立さつき学園
（７）主な移動手段：徒歩及び自転車
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：なし
（７）１人あたりの保険料：生徒600円程度

・市全体で生徒数は減少傾向だが、部活動数はほぼ横ばい。部員や専門的な指導ができる顧問の確保が難しいため、部活動数を精査している学校もある。

・令和３年度より「地域運動部活動推進事業」として実証研究を開始し、休日の部活動の地域移行に係る取組みを進めてきた。

・実証研究を実施していない部活動の生徒・保護者への理解促進や、運営団体及び指導者を確保する方法、公費による部分も含めた今後の費用負担の在り方

について検討する必要がある。

・学校－運営団体間の連携の工夫等により、参加生徒へのアンケートで顧問が休日の部活動にいないことについて不安が「ある」と答えた割合は10％にとどまった。

 一方、参加部活動の顧問へのアンケートで休日の指導者と「連携がとりづらい（新たな負担に感じる）」と回答した割合は13％であり、効率的な連携が図られている。

・施設の優先利用や利用料金の減免に加え、運営団体による学校施設の活用等が保護者負担経費の軽減につながる連携の在り方についても検討を進めている。

さつき学園

錦中学校

守
口
市

地域運動部部活動推進事業に
おける各部活動の運営を依頼

守口市卓球協会：卓球

リトルFC(守口市サッカー連盟)：サッカー

コスモスポーツクラブ：バスケットボール
  ソフトテニス

【運営団体】各部活動を運営 地域クラブ活動へ参加

・部活動検討委員会を開催
・推進計画の策定
・市内中学校への説明会の実施

八雲中学校

第一中学校

樟風中学校



大阪府大東市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・本市が取り組んでいる部活動地域移行と学校などをつなぎ、関係者間の連絡や調整をする役割を担う「総括コーディネーター」を配置する。

・取組みの現状を報告し、助言を仰いだり、今後の方針について意見を交換する「部活動地域移行に関する意見交換会」を開催する。

・運動部において「剣道部」を地域へ移行し、「大東剣東」・「大東剣西」の２団体を発足させ、関係機関と連携を図りながら、活動を推進する。

●地域クラブ活動の概要

（１）運営類型：市区町村運営型（地域団体・人材活用型）
（２）運営主体：大東市教育委員会
（３）種目：剣道
（４）指導者の主な属性：教員の兼職兼業・部活動指導員・元教員・学生等
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：４回程度
（６）主な活動場所：大東市立南郷中学校・大東市立深野中学校
（７）主な移動手段：徒歩・自転車
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：0円/年
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,200円または1,850円

・市立中学校の在籍生徒数は減少傾向がみられ、多くの市立中学校において、部活動の統廃合について議論し、実行し始めている。

・部活動の統廃合により、部活動に参加することをあきらめざるを得ないケースや小学生時に取り組んできたスポーツが継続できなくなるといったケースが生起している。

・配置教員数も減少し、一人の教員が複数の部活動の顧問を掛け持ちするといったケースもみられるようになるなど、教員の負担が非常に重くなってきている。

・「総括コーディネーター」を配置したことにより、学校・指導者・関係機関等との連絡調整を円滑に行うことが可能となった。

・「部活動地域移行に関する意見交換会」を定期的に開催したことで、現状の取組みに対するフィードバックを得るとともに、今後の方針について議論ができた。

・学校や校種の垣根を超え、多人数で活動を行うことで、部員の技術力やコミュニケーション能力の育成・向上につなげることができた。



大阪府岸和田市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・２校の５部活動において、運動部活動の地域移行に向けた実証事業に取り組む。

・５部活動のうち、外部指導員による学校部活動を行っていた３部活動については、外部指導員をスポーツクラブへ所属させ、指導員派遣の形でスタート

とし、追加の指導員探しを行うとともに地域移行を目指し、サッカー、ダンスの２部活とともに、休日の地域クラブ活動に移行する実証事業を行った。

●地域クラブ活動の概要

（１）運営類型：地域スポーツ団体運営型（総合型地域スポーツクラブ運営型）
（２）運営主体：特定非営利活動法人FC岸和田
（３）種目：サッカー、ダンス、バレーボール、ソフトテニス
（４）指導者の主な属性：総合型地域スポーツクラブの指導者
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：月３回程度
（６）主な活動場所：学校体育施設
（７）主な移動手段：徒歩・自転車・保護者の送迎
（８）１人あたりの参加会費等（年額）：徴収なし
（９）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,850円

・現在、市内に中学校は11校あり、少子化により生徒の希望する種目の運動部がない学校や、部員不足で競技大会等に出場することが出来ない学校、

部活動による教員の業務量の増加等、学校部活動の衰退が進んでいる。そのため、今後、更に子どもたちのスポーツ活動の制限や体験格差が大きく進む

ことが予測され、運動部活動が持続できる可能性が著しく低くなっている。

・以前より学校の顧問の先生とともに外部指導員が指導していた３部活については、学校から切り離して地域クラブ活動とするために、外部指導員を地域

の総合型スポーツクラブに所属させるとともに、新たな指導員を募集して、スポーツクラブからの指導員派遣から地域移行への移行をめざした。

・サッカー、ダンスの２部活については、スポーツクラブにおいて実績のある指導者がいたため、当初から休日の地域クラブ活動に移行する実証事業を行った。
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岸和田市立

葛城中学校

地域移行

指導員派遣業務委託

)

)

サッカー

ダンス

岸和田市立

桜台中学校

バレーボール

ソフトテニス

サッカー 指導員派遣

地域移行
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